






 

研究目的 

胎児異常の成因を知る手段として,retrosp-ective ではあるが,母体接触部位

にある胎盤末端機能絨毛の病変や,胎児と胎盤との連結部位,または胎児異常時

の卵膜の病変などが大いに参考になる。そのため昨年に引続いて流早死産胎盤

の病理学的検索を行ったが,本年度はことに胎児奇形との関係や卵膜の病変な

どについての観察も行った。 


